
統計利用の処方箋 

  なぜ統計が重要なのか？ 
     統計の役割は？      
        いっしょに考えてみましょう・・・ 
 

        平成２８年１月２５（月）～２６日（火） 
    島根県政策企画局統計調査課 森 永壽 
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 ～社会調査入門～ 
島根県立大学 藤原真砂先生ご担当  



統計の役割 

• 集団の特徴を客観的、定量的な情報として表

現できる。 

• 集団の時間的変化を捉えたり、地域間比較を

行うことができる。 

• 集団の特徴や物事の相互の関連性を明らか

にできる。 
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国の統計の目的 

• 国民自身が自分の国の状態を正しく知るた
めの役割 

• 国や地方の行政の運営を公平・公正に行う
基準を与えるための役割 

• 国際社会の中で、日本の置かれた状況を正
しく理解するための役割 

http://www.stat.go.jp/teacher/c2tokei.htm 
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目 次 

第１部 なぜ、統計が必要か～統計の見方 

  統計の役割について、 いろいろな統計を 
  見ながら考えてみましょう。 

第２部 今年度の主な統計調査 

  今年度は5年に１回の「国勢調査」の年度です。 

第３部 統計の使い方 
  統計利用の注意点 
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第１部 
 

なぜ、統計が必要か 
  ～統計の見方 
 
 統計の役割について、 
   いろいろな統計をみながら 
      考えてみましょう。 
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「一定の条件で定められた集まりについて調べた
結果を、集計・加工して得られた数値」 

★ 一定の条件 
・時間：統計の対象となる集りが存在する「時」 
      （例）平成26年度、４月１日現在 

・空間：地域範囲を示す場所 
      （例）全国、島根県 

・標識：集りを構成するそれぞれが持つ特性 
      （例）年齢、性別、職業、産業 
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１ 統計の定義 



 

  社会を「見える化」するために欠かせない手段 
   

① 「今」をとらえる。 
 
  → その「集団」は、 
       今、どんな状況なのか？ 
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２ 統計を作成する理由（何故、統計が必要か？） 
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島根県推計人口 計 男 女 前月差 自然増減 社会増減

11月１日現在（人） 691,761 331,584 360,177 ▲ 170 ▲ 352 +182

鉱工業生産指数(※) 前月指数 今月指数 前月比 前年同月比 全国 中国地方

9　月 114.0 113.3 ▲ 0.6% ▲ 0.9% 97.4 98.2
（※）平成２２年＝100

有効求人倍率(♯) 前月倍率 今月倍率 前月比 前年同月比 全国 前月比

+0.02 +0.17 ±0.00
ポ イ ン ト ポ イ ン ト ポ イ ン ト

（♯)島根労働局

消費者物価指数 前月指数 今月指数 前月比 前年同月比 全国 前月比

10　月 104.4 104.3 ▲ 0.1% +0.3% 103.9 ▲ 0.1%
(注)前月比、前年同月比は、端数処理のため差異を生じる場合があります。

□生産活動 ：

□雇用情勢 ：

□個人消費 ：

□投資動向 ：

　　～詳細な統計データは、「しまね統計情報データベース」をご覧下さい～　[検索] 島根統計

平成27年11月30日 現在

持ち直しているが、このところ弱い動きがみられる。

持ち直しの兆しがみられる。

持ち直しの動きに足踏みがみられる。

緩やかな改善の動きが続いている。

政策企画局統計調査課

経済動向 総合判断：
島根県の経済は、一部に弱い動きがみられるものの、引き続き
緩やかな持ち直しの動きとなっている。

（注）下線部は、変更した部分

1.32 1.3410　月 1.24

9　月

島根県推計人口 計 男 女 前月差 自然増減 社会増減

12月１日現在（人） 693,811 - - ▲ 207 ▲ 364 +157
　　　　　　        （注）Ｈ２７年１０月１日以降の人口は、国勢調査人口（県速報値）による。男女内訳は、国速報値公表時（Ｈ２８年２月）にさかのぼって修正。

鉱工業生産指数(※) 前月指数 今月指数 前月比 前年同月比 全国 中国地方

10　月 113.3 110.9 ▲ 2.1% ▲ 3.1% 98.8 97.6
                    （※）平成２２年＝100

有効求人倍率(♯) 前月倍率 今月倍率 前月比 前年同月比 全国 前月比

±0.00 +0.14 +0.01
ポ イ ン ト ポ イ ン ト ポ イ ン ト

                   （♯)島根労働局

消費者物価指数 前月指数 今月指数 前月比 前年同月比 全国 前月比

11　月 104.3 103.9 ▲ 0.4% +0.6% 103.5 ▲ 0.3%
                   (注)前月比、前年同月比は、端数処理のため差異を生じる場合があります。

□生産活動 ：

□雇用情勢 ：

□個人消費 ：

□投資動向 ：

　　～詳細な統計データは、「しまね統計情報データベース」をご覧下さい～　[検索] 島根統計

平成27年12月31日 現在

持ち直しているが、このところ弱い動きがみられる。

持ち直しの兆しがみられる。

持ち直しの動きに足踏みがみられる。

緩やかな改善の動きが続いている。

政策企画局統計調査課

経済動向 総合判断：
島根県の経済は、一部に弱い動きがみられるものの、引き続き
緩やかな持ち直しの動きとなっている。

1.34 1.3411　月 1.25

10　月



 

  社会を「見える化」するために欠かせない手段 
  ① 「今」をとらえる。 
    → その「集団」は、今、どんな状況なのか？ 
 

  ② 「過去」と比べる。   
       → 調査により分かった結果を、 
           どう評価するのか？ 
     → 問題になったときだけ調べても 
           真実は見えない。 
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２ 統計を作成する理由（何故、統計が要るのか？） 



人口の推移（島根県） 
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資料：国勢調査 



島根県の人口ピラミッドの推移 
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１９５０ １９７０ 

１９９０ ２００５ 

資料：国勢調査 
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島根県 （平成22年国勢調査人口）  

男 342,991人  女 374,406人 

(歳) 

資料：国勢調査 

性比：９１．６ 

（人） 12 

２０１０ 



 

  社会を「見える化」するために欠かせない手段 
  ① 「今」をとらえる。 
    → その「集団」は、今、どんな状況なのか？ 

  ② 「過去」と比べる。   
        → 調査により分かった結果を、どう評価するのか？ 
        → 問題になったときだけ調べても真実は見えない。 

 

  ③ 「他の地域」と比べる。 
      → 調査結果を、 
          他と比べてどう評価するのか？ 
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２ 統計を作成する理由（何故、統計が要るのか？） 



人口の推移（全国） 

14 

55,963  

90,077  

128,057  

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

140000

1
9

2
0

1
9

2
5

1
9

3
0

1
9

3
5

1
9

4
0

1
9

4
5

1
9

5
0

1
9

5
5

1
9

6
0

1
9

6
5

1
9

7
0

1
9

7
5

1
9

8
0

1
9

8
5

1
9

9
0

1
9

9
5

2
0

0
0

2
0

0
5

2
0

1
0

65歳以上 

15～64歳 

0～14歳 

（千人） 資料：国勢調査 



人口ピラミッド（全国） 
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全国（平成22年国勢調査人口）  

男 62,327,737人 女 65,729,615人 

(歳) 

資料：国勢調査 

性比：９４．８ 

（万人） 16 

２０１０ 



平成２２年都道府県別人口 
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全国に占める割合は？ 

島根県の人口 
７１.７万人（シェア0.6％・全国46位） 

全国の人口 
１億２８０５.７万人（世界１０位） 

資料：H22国勢調査 

全体に占める割合が小さいから調べなくても
いいというわけではありません。 
 

小さなデータの積み重ねが正確な統計になる
のです。 

地域でおきることは、
全国の流れを反映し
たもの。 

国の動きと無関係な
わけではない。 

参考 
H24工業統計 製造業事業所数（4

人以上）： 島根県：１３５９（シェア
0.6％・全国44位） 

 全国：22万4千 

小さなデータの積み
重ねが、正確な統計
に 
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http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouh
ou/useful/u02_z24.htm 
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http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouh
ou/useful/u02_z24.htm 
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http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouh
ou/useful/u02_z24.htm 



 

 社会を「見える化」するために欠かせない手段 
   

  ① 「今」をとらえる。 
    → その「集団」は、今、どんな状況なのか？ 

  ② 「過去」と比べる。   
        → 調査により分かった結果を、どう評価するのか？ 
        → 問題になったときだけ調べても真実は見えない。 

  ③ 「他の地域」と比べる。 
     → 調査結果を、他と比べてどう評価するのか？ 
 

  ④ 「将来」を予測する。 
       → 調査結果をもとに、将来を推計し、 
             どう対処していくのか？ 
 

22 

２ 統計を作成する理由（何故、統計が要るのか？） 



  5年間で、島根県の人口は？ 

    総人口 ７４万２千人  ⇨ ７１万６千人 

                                 ２万６千人減（▲３．５％） 
      ０～１４歳 １０万１千人 ⇨ ９万４千人  

                                            ７千人減（▲６．９％） 
       １５～６４歳  ４３万9千人 ⇨ ４１万1千人  

                                                   ２万８千人減（▲６．４％） 
         ６５歳以上  ２０万1千人 ⇨ ２０万８千人 

                                                   ７千人増 （＋３．５％）      
 

 
 

平成１７年(2005) ⇨ 平成２２年(2010) ⇨資料：国勢調査（総人口には年齢不詳を含む。） 

うち７５歳以上 １０万５千人 ⇨ １２万人            

        １万5千人増 （＋１４．３％）  



将来の人口ピラミッド（島根県） 
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２０１０ ２０２０ 
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将来人口の推移（島根県） 
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資料：国勢調査（総務省）、将来
人口推計（社人研） 2010年からの30年で、71万7千人から52万1千人に 

（約27％の減） 



将来の人口ピラミッド（全国） 
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２０１０ ２０２０ 

２０３０ ２０５０ 



将来人口の推移（全国） 
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資料：国勢調査（総務省）、将来
人口推計（社人研） 

2010年からの30年で、1億28百万人から1億07百万人に
（約16％の減） 
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加速する
東京人口
集中！ 
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http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouh
ou/useful/u02_z24.htm 



30 



 

■ 社会を「見える化」するために欠かせない手段 
  ① 「今」をとらえる。 
    → その「集団」は、今、どんな状況なのか？ 
 
  ② 「過去」と比べる。   
        → 調査により分かった結果を、どう評価するのか？ 
        → 問題になったときだけ調べても真実は見えない。 

 
  ③ 「他の地域」と比べる。 
    → 調査結果を、他と比べてどう評価するのか？ 
 
  ④ 「将来」を予測する。 
          → 調査結果をもとに、将来を推計してどう対処していくのか？ 
 
 

■ 統計調査は、「税金の無駄遣い」？ 
    →税金を有効活用するための先行投資 
 

31 

２ 統計を作成する理由（何故、統計が要るのか？） 



★ 国、島根県、市町村等による利用 

① 行政上の基準（法令に基づくもの） 
 市となる要件、都道府県議会及び市町村議会の定数 ⇒ 国勢調査 

 地方交付税の算定根拠 ⇒ 国勢調査、農林業センサス、学校基本調
査等 

  労働基準法の休業補償の額、最低賃金の改訂 ⇒ 毎月勤労統計   等 
 

 ② 諸計画・施策の基礎資料（各種統計の総合的利用） 

  国や県の経済対策   

  島根県の総合発展計画、予算の重点施策の立案（産業振興、医
療福祉、教育など） 

  市町村の公立学校の再編計画 など 

32 

３ 統計の利用 

★ 民間による利用 
 ① 企業の経営方針、計画の基礎資料 
 ② 大学等研究機関、学識者による研究のための利用  

32 



島根県の子どもの数と教育計画 
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（千人） 
 第１次ベビーブーム 
 小学校：昭和33年度 
     144,433人(過去最高) 

 第１次ベビーブーム 
 中学校：昭和37年度 
      
  77,385人(過去最高) 

高等学校：昭和40年度 
   45,451人(過去最高) 

 第2次ベビーブーム 
 小学校：昭和58年度 
          71,368人 

 第2次ベビーブーム 
 中学校：昭和62年度 
          36,997人 

 
幼稚園：昭和54年度 
   
 13,632人（過去最高） 

島根県の子供たちは６５年間に・・・ 

平成26年度 
小）35,958 

 
高）18,889 
中）19,381 

 
幼）4,048 

33 

資料：学校基本調査 



• 公正な行政運営の基礎を成す情報
基盤 

• 国民や企業の活動を支える情報基
盤 

• 公的統計の作成・推計のための情
報基盤 

 

 （例） 国勢調査の役割 



公正な行政運営の基礎を成す情報基盤 

• 客観的なデータに基づく公正な行政 

– 地方交付税の算定基準 

• 人口、町村部人口、市部人口、65歳以上人口、75歳以上
人口、林業水産業の従業者数などから算出 

– 市の設置要件 

• 人口5万人以上、中心市街地の戸数が6割以上、都市的
業態の従事者が6割以上 

– 衆議院小選挙区の画定 

– 過疎地域の要件                   など 

• 施策策定・推進・評価のための資料 

– 産業構造が変化する中での経済施策 

– 少子高齢化が進む中での福祉施策       など 



国民や企業の活動を支える情報基盤 

• 住みよいまちづくりのための資料 

– 地域開発計画にむけた現状把握や分析、 

– 長期にわたる予測や展望 

– 防災計画の策定、被害予測や復興計画    など 

• 民間での活用 

– 商品・サービス開発、需要予測、店舗立地計画など 

• 学術研究利用 

– 人口学・地理学・経済学・社会学など社会経済の実
態や動向に関する実証的な研究 

– これらに基づく将来見通しの策定や政策提言 など 



公的統計の作成・推計のための情報基盤 

• 将来人口推計や国民経済計算などの基礎
データ 

– 将来人口や世帯数、平均寿命などの生命表、 
今後の福祉経費や医療費の推計資料 

– 国民経済計算の基準人口 

• 各種統計調査のフレーム 

– 各種標本調査の実施のための母集団情報 
（労働力調査、家計調査、住宅土地調査などの
抽出元リストとして） 



• 統計とは、暮らしの中のできごとを数字で表した
もの。 

– 全体のことをまとめた数字。 

– 時間的な変化をとらえたり、地域間の違いを比べる
ことができます。 

– ものごとの特徴や相互の関連を明らかにできます。 

• 大切なことは、統計を利用して何かを考え、そ
の考えをもとにして、暮らしをよくしようとして計
画を立てることです。 

 （島根県「やさしい統計のはなし」より） 
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 まとめ  統計とは 



 
★ 社会を「見える化」するために欠かせない手段 
  ① 「今」をとらえる。 
    → その「集団」は、今、どんな状況なのか？ 
 
  ② 「過去」と比べる。   
        → 調査により分かった結果を、どう評価するのか？ 
        → 問題になったときだけ調べても真実は見えない。 
 
  ③ 「他の地域」と比べる。 
    → 調査結果を、他と比べてどう評価するのか？ 
 
  ④ 「将来」を予測する。 
          → 調査結果をもとに、将来を推計してどう対処していくのか？ 
 

★ 統計調査は、「税金のむだ遣い」ではない。 
    →税金を有効活用するための先行投資 
 

★ 統計調査に回答することは国民の義務 
    → 無意識の社会貢献  （基幹統計への回答は法的には、義務） 
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 まとめ  「だから、統計は必要です！」 



統計の結果を地元で使えるように 

• 統計調査は、行政にとって地域の実情を知る
数少ない貴重な機会 

– データが不正確だと地域ごとに結果を出せない。 

40 

• 自らの地域で使えるように、正確な調査を。 

– 自分たちが使えない調査では誰も協力しません。 

– 日頃から信頼を築き、地域をよくするための協力を。 

• 取ったデータの結果を日頃から眺めて、新たな
発見や使い道を。 

– 起業やUIターン、地域おこしなどにつなげることも。 

 



第２部 
 

今年度の主な統計調査 
 
 今年度は５年に１度の「国勢調査」の 
  年度です。 
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 １ 今年度行なわれる主な経常調査 

名  称 所管府省 周期 調査期間 備 考 

労働力調査 総務省 毎年 毎月 就職・失業の状況
など 

小売物価統計調査 総務省 毎年 毎月 物価の状況 

家計調査 総務省 毎年 毎月 家計の状況 

個人企業経済調査 総務省 毎年 四半期毎※1 個人企業の実態 

毎月勤労統計調査 厚生労働省 毎年 毎月※2 賃金・労働時間 

生産動態統計調査 経済産業省 毎年 毎月 製造業の動向 

商業動態統計調査 経済産業省 毎年 毎月 商業の動向 
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県統計調査課主管の調査員を経由する調査のみ 
※１ 個人企業経済調査の動向調査は年4回、構造調査は年1回。 
※２ 毎月勤労統計調査の特別調査は7月1日 



国勢調査とは 

国勢調査キャンペーンホームページから
http://kokusei2015.stat.go.jp/index.htm 

 ２ 国勢調査 



• 調査の期日 

–平成27年10月1日現在で実施。 

• 調査の対象 

–平成27年10月1日現在、日本国内に
ふだん住んでいるすべての人(外国人
を含む)及び世帯を対象。 

 （１） 国勢調査の概要 



• 調査事項 

– 世帯員について(13項目) 

「男女の別」、「出生の年月」、「配偶の関係」、「就業状
態」、「従業地又は通学地」など 

– 世帯について(4項目) 

「世帯員の数」、「住居の種類」、「住宅の建て方」など 

• 結果の公表 

–平成28年2月の「人口速報集計」を皮切りに、 
平成28年10月末までに詳細な結果を公表 
（年齢別人口、世帯の状況など） 

–調査結果は、総務省統計局ホームページをはじめ、
各都道府県立図書館などで閲覧可能。 
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• H27国勢調査ではオンライン回答が可能になります。 

 （２） 国勢調査の流れ 

オンライン回答希望者は調査用IDを必
ず受け取って下さい。  
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国勢調査における 島根県内の年齢不詳者数、割合 

年齢不詳者数（左目盛） 

年齢不詳者数割合（右目盛） 

人 

（３）最近の国勢調査にかかる問題 

• 最近、部分回答や調査拒否などによる不詳者
数が増加しています。 

• このまま不詳者数が増えると、統計の正確性・
信頼性が損なわれてしまいます。 



51 

 （４） 国勢調査でわかること 
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基幹統計（55統計）をはじめ、国が行なう
各種調査の結果を探すことができます。 



島根県の人口推移 

第５表  年齢（３区分）別人口 
島根県       32           

年   次，  地   域 実        数 割   合（％） 

  総    数 0～14歳 15～64歳 65歳以上 0～14歳 15～64 65歳以上 

1920 714,712 237,142 420,933 56,637 33.2  58.9  7.9  

1925 722,402 246,702 419,113 56,587 34.2  58.0  7.8  

1930 739,507 255,464 430,112 53,931 34.5  58.2  7.3  

1935 747,119 265,195 427,505 54,419 35.5  57.2  7.3  

1940 740,817 260,566 425,244 55,005 35.2  57.4  7.4  

1945 860,275 318,312 480,112 61,851 37.0  55.8  7.2  

1950 912,551 323,864 523,687 64,981 35.5  57.4  7.1  

1955 929,066 316,171 542,730 70,156 34.0  58.4  7.6  

1960 888,886 282,596 531,573 74,717 31.8  59.8  8.4  

1965 821,620 218,403 523,286 79,931 26.6  63.7  9.7  

1970 773,575 178,457 508,173 86,945 23.1  65.7  11.2  

1975 768,886 168,072 504,941 95,831 21.9  65.7  12.5  

1980 784,795 167,310 509,938 107,479 21.3  65.0  13.7  

1985 794,629 162,817 510,054 121,744 20.5  64.2  15.3  

1990 781,021 143,884 494,253 142,061 18.4  63.3  18.2  

1995 771,441 126,403 477,919 167,040 16.4  62.0  21.7  

2000 761,503 111,982 460,103 189,031 14.7  60.5  24.8  

2005 742,223 100,542 439,471 201,103 13.6  59.3  27.1  

2010 717,397 92,218 414,153 207,398 12.9  58.0  29.1  

ここから何がわかります
か？ 



人口の推移（島根県） 
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人口の推移（全国） 

59 

55963.053 

90076.594 

128057.352 

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

140000

1
9

2
0

1
9

2
5

1
9

3
0

1
9

3
5

1
9

4
0

1
9

4
5

1
9

5
0

1
9

5
5

1
9

6
0

1
9

6
5

1
9

7
0

1
9

7
5

1
9

8
0

1
9

8
5

1
9

9
0

1
9

9
5

2
0

0
0

2
0

0
5

2
0

1
0

2
0

1
5

2
0

2
0

2
0

2
5

2
0

3
0

2
0

3
5

2
0

4
0

65歳以上 

15～64歳 

0～14歳 

（千人） 資料：国勢調査（総務省）、将来
人口推計（社人研） 

2010年からの30年で、1億28百万人から1億07百万人に
（約16％の減） 



人口の推移（東京） 
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島根・全国・東京の人口推移折れ線グラフ 
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インターネット回答の状況 
• 全国…19,175,769世帯（約37％） 

 

• 島根県…97,894世帯（約37％） 
 （全国最高 滋賀県 約48％） 

 

• 浜田市…8,230世帯（約33％） 
 （県内最高 出雲市 約46％） 
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 （５） 国勢平成２７年調査の結果 
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平成27年国勢調査結果（県速報） 

  

市町村名 

  平成27年国勢調査 平成22年国勢調査 増減数(27年－22年) 

    

人 口 世帯数 人 口 世帯数 人 口 世帯数 

    

県 計   694,188  264,481  717,397  262,219  ▲ 23,209 2,262 

  出 雲 地 域   474,694  174,339  483,841  169,500  ▲ 9,147 4,839 

  石 見 地 域   198,906  81,007  211,868  83,396  ▲ 12,962 ▲ 2,389 

  隠 岐 地 域   20,588  9,135  21,688  9,323  ▲ 1,100 ▲ 188 
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国勢調査の結果（速報） 

項目 平成27年（今回） 平成22年（前回） 増減 

人口 694,188人 717,397人 ▲23,209人 

人口増減率 
（対前回調査） 

▲3.2％ ▲3.3％ ＋0.1ポイント 

世帯数 264,481世帯 262,219世帯 ＋2,262世帯 

世帯増減率 
（対前回調査） 

0.9％ 0.5％ ＋0.4ポイント 
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項目 平成27年（今回） 平成22年（前回） 増減 

人口 58,120人 61,713人 ▲3,593人 

人口増減率 
（対前回調査） 

▲5.8％ ▲2.1％ ▲3.7ポイント 

世帯数 24,508世帯 24,972世帯 ▲464世帯 

世帯増減率 
（対前回調査） 

▲1.9％ ▲0.2％ ▲1.7ポイント 

島根県 

浜田市 



今後の調査結果公表予定（国） 

• 人口速報集計  平成28年2月～ 

 

• 人口等基本集計  平成28年10月 

• 就業状況等基本集計 平成29年4月 

• 世帯構造等基本集計 平成29年9月 

 

• 従業地・通学地集計 平成29年6月～ 

• 人口移動集計  平成29年1月～ 
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速報
集計 

基
本
集
計 



・海士町の取り組み 
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 （６） 国勢調査結果の利用① 



「このままでは町がなくなってしまう!」 

 → 町を挙げて工夫をはじめる 

• 職員給料カット、地域の特産の活用、新しい
ビジネスの開始、都会の若い人の活用 など 
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海士町の取り組み 



出典：総務省「国勢調査」 

海士町の人口ピラミッド（H22国勢調査） 
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• 海士町 



○人口はS25（1950）年から減少。H22にはS25年の３分の１に 

海士町人口は２，３７４人 
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出典：総務省「国勢調査」 
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「平成26年島根の人口移動と推計人口」から 

海士町の人口移動の推移 



○人口はほぼ横ばいで、人口問題研究所の予測よりも約７％多かった。 

最新の国勢調査結果は 
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出典：総務省「国勢調査」 
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推測値   

統計調査の結果をもとに、綿密な分析や丁
寧な計画を立てることで、人口減少を増加
に転じるほどではなくとも、将来を変える
ことができる。 



数字の強み・弱み 

• 強い説得力（プレゼン力）を持つ 
– 決定論だと思い込む危険も。 

– 数字が一人歩きして、周囲を混乱させることも 

 

• その数字が何を表しているかの確認が必要 

– データを見るときには、出典や調査者、現実との
対応を確認 

– 数字は顕微鏡。ミクロを見ることができる。 

– 大きな流れを見逃していないか？ 





2015年12月3日付け朝日新聞朝刊 



77 2016年1月15日付け読売新聞朝刊 



男女の労働力の違い 
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 （６） 国勢調査結果の利用② 
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国勢調査結果より 

男性の労働力率 
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労働力率は、各年齢階級に
おける労働力人口（就業者＋

完全失業者）の割合です。 
 

男性の労働力率は全国と大
差はないようです。 



国勢調査結果より 

女性の労働力率 
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労働力率は、各年齢階級に
おける労働力人口（就業者＋

完全失業者）の割合です。 
 

女性の労働力率は、20代後
半から40代前半にかけて落
ち込む「M字カーブ」を描いて

います。 
 

島根県の女性の労働力率
は、全国の労働力率よりも全

体に高くなっています。 



課題の設定 

• 女性の労働力率
が「M字カーブ」を
描くのはなぜ？ 

 

 

• 島根県の女性の
労働力率が、全国
の労働力率よりも
高いのはなぜ？ 

 

データの検討 
• 他の比較項目はないか 

– 過去は? 他県は? 外国は? 

• 他には調査がないか 

– 公的統計では、「賃金構造
基本統計調査」など 
民間にもデータはないか 

• 過去の歴史や社会状況
もひもとこう 

– 女性の勤労意識が高い? 

– ３世代同居で働ける? 

– 世帯収入が少ない? 

– 独自の施策があった? 
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分析の例：島根労働局 
• 島根労働局では、国勢調査だけで

なく、賃金構造基本統計調査など
の結果も利用しています。 

島根労働局ホームページ「島根県働く女性の状況」より 
http://shimane-
roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/jirei_toukei/koyou_kintou/2007woman_jokyo.html 82 

男女の違いや全国との違いは
どのような理由で生じている
のでしょうか。独自の視点で

考えてみてください。 



「先生が言っているから」といって、鵜
呑みにしない。 

• 自分で、データを確認する。 

• 自分で、データから考える。 
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 ２ 来年度行なわれる主な周期調査 

名  称 所管府省 周期 調査期間 備 考 

経済センサス─活
動調査 

総務省・経
済産業省 

５年 ６月１日 すべての民間事
業所が対象 

社会生活基本調査 総務省 ５年 10月20日 生活時間調査 
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第３部 

統計の使い方 

    統計利用の注意点 

85 

統計づくりの大きな流れ 

問題
発見 分析 

実行 
 

表現 



• 調査結果は、県や国など、いろいろなと
ころで公表されています。 

• データの結果を見ていただくと、調査結
果の使われ方や意義などを確認してい
ただけると思います。 

• より深い分析を行うことで、新たな発見
があるかもしれません。 
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 １ 調査結果を眺めよう 



さまざまな統計 

• しまね統計データベース 
http://pref.shimane-toukei.jp/  

• 政府統計の窓口（e-Stat） 
http://www.e-stat.go.jp  

• 世界的なセンサス統計データ
の情報（UN data） 

http://data.un.org/  
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• 松江地方気象台 
http://www.jma-net.go.jp/matsue/ 

• 理科年表データ 
http://www.rikanenpyo.jp/ 

• スポーツ（野球、サッカー、テ
ニス、バレー…） 
傾向と対策を立てることも 

データは自然や日常の暮らしにも 他にもたくさんあ
るので、探してね。 

http://pref.shimane-toukei.jp/
http://pref.shimane-toukei.jp/
http://pref.shimane-toukei.jp/
http://www.e-stat.go.jp/
http://www.e-stat.go.jp/
http://www.e-stat.go.jp/
http://data.un.org/
ｅ－ｓｔａｔの使い方.pptx
http://www.jma-net.go.jp/matsue/
http://www.jma-net.go.jp/matsue/
http://www.jma-net.go.jp/matsue/
http://www.rikanenpyo.jp/
http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/4809410374/ref=dp_image_0?ie=UTF8&n=465392&s=books
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【分野別一覧】 
目的の調査項目ごとに分類されて
います。 

各調査ごとに時系列で統計データ
を掲載しています。 

【総合情報】 
地域別・市町村
別情報や、過去
からのデータな
どを閲覧・ダウ
ンロードできま
す。 

【e-Stat 政府統計の窓口】 
各府省等が登録した統計データ、公表予定、新着
情報、調査票項目情報などの各種統計情報を閲覧
できます。 

【学校副読本】 
小学校向け・中学校向けに作成した副読本を
復刻しています。わかりやすいので、ぜひ、
ご覧下さい。 
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基幹統計（55統計）をはじめ、国が行なう
各種調査の結果を探すことができます。 



統計に“騙されない？”ために 

 

「実数」と「率」の両方を見ること！ 

そして、自分でも判断すること！ 

 

・・・これが鉄則。 
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「実数」と「割合」の両方に注意 

• バードストライクが100件
ほど増えているが… 

（飛行機に鳥が衝突する
ことによる事故） 

・離着陸回数全体が大きく増えて
いるため単純比較は無理 

・割合はほぼ同じかやや減少 
国交省HPより
http://www.mlit.go.jp/koku/koku_fr1
5_000015.html  

注意すること（１） 

http://www.mlit.go.jp/koku/koku_fr15_000015.html
http://www.mlit.go.jp/koku/koku_fr15_000015.html


比べる範囲に注意 

• 「反社会学講座」http://pmazzarino.web.fc2.com/ から。詳しくは、ちくま文庫の同書を。 

少年凶悪犯罪のデータ 

• 一見、最近、凶悪犯罪が急
増しているように見えるが… 

• 実は最近の変化だけを
拡大したもの。 

注意すること（２） 

http://pmazzarino.web.fc2.com/
http://pmazzarino.web.fc2.com/
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同じ平成22年の人口ピラミッドでも、

区分を変えると、全然違う感じに
なってしまいます。 

出典や目盛り
も気にしてね 

出典：総務省「国勢調査」 

見せ方に注意 

注意すること（３） 



統計を見たり、使ったりするときの注意 

1. 表題をよく読む 

2. 頭注・脚注・資料出
所などをよく見る 

3. 単位を確かめる 

4. 比率については、何
を何で割ったものか
をよく調べる 

5. 指数については、基
準に十分注意する 

6. 平均だけでなく、散ら
ばりもよく調べる 

7. 相関関係が強いから
といっても、一方が
他方の原因であると
すぐに決めない 

8. 標本の選ばれ方が
無作為であるかない
かに注意する 

9. 統計グラフを見誤ら
ない 

島根県「中学生のための統計」p.62より（http://pref.shimane-toukei.jp/index.php?view=17330） 

http://pref.shimane-toukei.jp/index.php?view=17330
http://pref.shimane-toukei.jp/index.php?view=17330
http://pref.shimane-toukei.jp/index.php?view=17330
http://pref.shimane-toukei.jp/index.php?view=17330
http://pref.shimane-toukei.jp/index.php?view=17330


「統計のウソを見破る五つのカギ」 

• 誰がそういっているのか（統計の出所に注意） 
– 調査ソースがしっかりしていても、誰がコメントしているか、全面的に支持

できるかを確認。 

• どういう方法でわかったのか？（調査方法に注意） 
– どんなサンプルに対する調査か。回収率（回答率）はどれくらいあるか。 

• 足りないデータはないか？（隠されている資料に注意） 
– 母数はいくつで、何と比較しているか。単なる相関関係を因果関係と思い

込んでいないか。 

• いっていることが違ってやしないか?（問題のすり替えに
注意） 
– 関係ないものと比較していないか。 

• 意味があるかしら？（どこかおかしくないか？） 
– 数字と現実とがずれていないか。数字が正確すぎないか。 

 
（ダレル・ハフ 1968 「統計でウソをつく法」 講談社ブルーバックス より） 



１ データを集める前に 

データが集まれば 

• 過去との比較や、他地域などと比較することがで
きます。 

• ものごとの特徴や、相互の関係がわかります。 

• その結果から、言いたいことを、よりわかりやすく
することができます。 
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まず、言いたいことを決めましょう。 
言いたいことにあわせた資料集めが効率的。 

「とりあえずデータを集めれば何か言えるだろう」では、
時間も手間も無駄が多くなってしまいます。 

 ２ 調査結果を表現しよう 



統計を作るときの注意 
1. 「調査のめあて」をはっきりさせる 

何のために、どういうことを知りたいか
ということを初めにはっきりさせる。 

2. 「調査の相手」をはっきりさせる。 

何を調べるのかをはっきりさせること
はもっと大切なこと。このとき、調査す
る時間や場所もはっきりさせなければ
なりません。 

3. 「調査の方法」をはっきりさせる。 

① 調査票を家に持って帰って、家の人
に書いてもらうか、自分で記入するか。 

② 自分たちで観察・実験・調査し、記録
するか。 

③ 直接相手に会って聞き取り、調査票
に記入するか、相手に記入してもらっ
て、後で集めるか。 

④ すでにできている記録を集めるか。 

4. 「どういうことを調査するか」をはっ
きりさせる。 

調査の目当てや調査の方法などと考
え合わせながら決めます。 

5. 統計材料を集め、それを分類整理
して集計し、統計表やグラフに表
す。 
このとき注意しなければならないこと 

① 調査のめあてに合った分類を考え、
集計表を作る。 

② どのような手順で集計したら早く正し
くまとめることができるかを、あらかじ
め考えておく。 

③ 調査の結果を正しくわかってもらうた
めにはどのような統計表やグラフを
作ったらよいか考える。 

 

（島根県「やさしい統計のはなし」p.62より） 



２ いろいろなデータの集め方 

観察 かぞえてみよう 
（今和次郎（2011）「今和次郎 採集
講義」（青幻舎）より） 
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調査・アンケート 

聞いてみよう 

実験 
 試して 

 みよう 

その他 
新聞、インターネット、図書館など 

測定  
はかって 
みよう 



３ 統計情報のまとめ方 
統計表と統計グラフの長所と短所 
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  長  所 短  所 

統 

計 

表 

○数字を詳しく表せる。 
○狭いスペースに、かなり
多くのことが書ける。 
○慣れてくると、いろいろな
内容・関係がわかる。 

○全体の特徴や傾向をつか
みにくい。 
○簡単に書けるが、すぐに
は理解しにくい。 

統
計
グ
ラ
フ 

○ひと目で全体の様子がわ
かる。 
○工夫すれば、だれにでも
わかりやすく親しみやすい。 

○おおよその数しか表せな
い。 
○情報の全部を一つの図に
は表せない。 
○作成に手間や時間がか
かる。 



①主題の 
    決定 

どういう目的で、どういうことを表したいかを決める。 
その目的にふさわしい資料を収集し、適切な数値を選
ぶ。 

②統計数値 
    の加工 

あらわそうとする内容によっては、統計数値そのもの
よりも、平均・比率・指数などを使うとよい効果を生ず
ることが多いので、この点を考え、必要な計算を行う。 

③図形の 
    選定 

表現内容・目的に最もふさわしい図形を考える。 
そのために、いろいろな図形を比較したり、組み合わ
せしたりしてみる。 

④表題・注意 
   などの決定 

正しく理解され、興味を引くようにするために、何を表
しているかがわかりやすい題名を考える。 
題名は簡単でわかりやすいものにする。しかし、内容
を十分に説明できないようなときは、副表題をつけたり
、頭注、脚注で補ったりする。 

統計グラフ作成の順序（１） 



⑤ 構図・色
彩・絵画的要
素などの決
定 

図形・表題などが決まったら、それらをまとめて調査の
とれた親しみやすい構図を考える。 
展示用のグラフで、色彩や絵画的要素を入れる場合
は、あくまでも理解を助けるためのひとつの手段であ
ることに留意する。 

⑥ 試し書き 
構想がまとまったら、小さい紙に試し書きをして、多く
の人が正しく理解してくれるかどうか、意見を聞いてみ
ることが大切である。 

⑦ 本作図 
試し書きをして、これでよいということになったら、鉛筆
で下書きをし、目盛りや単位などを十分に考えながら、
墨を入れたり、着色したりしてグラフを完成する。 

「中学生のための統計教室」（島根県統計協会）より 

統計グラフ作成の順序（２） 



統計グラフの使用目的による分類 

使用目的 用いる形式 

数値を単純に比較する。 棒グラフ・点グラフ 

地域的分布を表す。 統計地図 

集団の質的構造を表す。 帯グラフ、円グラフ 

集団の量的構造を表す 度数分布図 

時間的変化を表す。 棒グラフ・線グラフ 

二つの量の間の関係を
表す。 点グラフ 
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４グラフのいろいろ 
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棒グラフ 
数値を単純に比較 
時間的変化を示す 



４グラフのいろいろ 
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円グラフ 集団の質的構造を表す 



４グラフのいろいろ 
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折れ線グラフ 

時間的変化を示す 



４グラフのいろいろ 
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統計地図 
地域的分布をしめす 
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H24衆議院総選挙投票率（％） 

４グラフのいろいろ 
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点グラフ 
数値を単純に比較 

二つの量の間の関係を表す 
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H24衆議院総選挙投票率（％） 

４グラフのいろいろ 
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棒グラフ 

折れ線グラフ 

統計地図 
円グラフ 

数値を単純に比較 
時間的変化を示す 

時間的変化を示す 

集団の質的構造を表す 
地域的分布をしめす 

点グラフ 

数値を単純に比較 
二つの量の間の関係を表す 

わかりやすくなるよう 
工夫を 



５ うまく伝えるために 

問題解決のステップが参考
になる！ 

 

わかりやすいグラフに
しよう 

– 書き込みしすぎたり、意
味のない飾り（立体化
など）はつけない。 

– 基点は０にしよう（特に
棒グラフ）。 

– 意味のある比較をしよ
う。 

– 目的に合ったグラフを
選ぼう。 
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 stepⅢ：対策 

 stepⅡ：因果・メカニズム 

 stepⅠ：現象 

現象を正しくとらえる 

その現象の因果・メカニ
ズムを究明し原因を特
定する 

特定した原因への対策
を講ずる 



110 日本品質管理学会TQE委員会グラフコンクールの

サイト（http://www.jsqc.org/）より引用 

解決したい問題が 

なぜ重要なのかを示すグラフ 

1 

現象の本質がデータにより
捉えられ焦点が 
絞られているグラフ 

2 

解決案がどの程度の効果を  
もたらすか、 

あるいはもたらしうるかを示す  
グラフ 

4 

全国的に
気温が上昇
している！

冬の電気の使い方に着目!!

エアコンを不使用のため

ポイント 

どうすれば問題を解決できるか
を示す、 

あるいは解決しうるかのヒントを
与えるグラフ 

3 

H25統計グラフ指導者講習会 
渡辺美智子先生の資料から 

http://www.jsqc.org/
http://www.jsqc.org/
http://www.jsqc.org/
http://www.jsqc.org/


大切なのは役に立つこと 

数学的分析だけでは問題は解決できない 

• 問題を見つける力（問題発見力） 
– 現場にも足を運んで、いろいろな経験を 

• 問題を解く力（分析力） 
– 数学的な分析 

• 結果を使わせる力（実行・表現力） 
– プレゼンや具体化の力 

– KKD（勘・経験・度胸）も大事 

111 （参考 河本薫（2013）「会社を変える分析の力」講談社現代新書） 



分析者９ヶ条 

1. ビジネスの現場に
出よう 

2. 整理整頓を心がけ
よう 

3. なぜ? なぜ? なぜ? 

4. データをビジュアル
化しよう 

5. 他人のデー 
タを疑おう 

6. simple is better 

7. ざっくり計算 

8. 文章を書こう 

9. うまくいかなければ、
目的に立ち返ろう 

112 
（参考 河本薫（2013）「会社を変える分析の力」講談社現代新書） 
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統計は世の中を映す鏡、未来を照らす光です！ 
  島県大生のみなさん、 
     統計調査に理解と協力をよろしくお願いします。 
      

  

Ｐｈｏｔｏ ｂｙ Ｉｍａｏｋａ 


